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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、エストロゲン、レチノイン酸、ビタミンD3受容体など、いくつかの核内受容体の活性化機能2（AF2）領域との相互作用を介して転写制御を媒介する。このタンパク質は核小体に局在し、クロマチンおよびヘテロクロマチン関連因子と関連すると考えられている。このタンパク質はTRIM（三者モチーフ）ファミリーのメンバーである。TRIMモチーフは、3つの亜鉛結合ドメイン（RING、Bボックスタイプ1、Bボックスタイプ2）とコイルドコイル領域を含む。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシング転写バリアントが記載されている。[RefSeq提供、2008年7月]、疾患：TIF1に関連する染色体異常は、甲状腺乳頭癌（PACT）の原因である[MIM:188550]。転座t(7;10)(q32;q11)とRET。この転座により、TIF1/RET（PTC6）がん遺伝子が産生される。,機能：in vitroにおいて、エストロゲン受容体のAF2活性化ドメインと選択的に相互作用する。DNA結合型エストロゲン受容体との結合には、エストラジオールの存在が必要である。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,類似性：ブロモドメインを1つ含む。,類似性：PHD型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性：RING型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性：Bボックス型ジンクフィンガーを2つ含む。,サブユニット：CBX1およびCBX3と相互作用する（類似性による）。NR3C2と相互作用する。,
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	TRIM24抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COLO細胞ライセートのTRIM24抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TRIM24 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	TIF1αポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析
	

	COLO205細胞のTIF1αポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたウェスタンブロット解析。二次抗体は1：20000希釈。

